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糎波に~，.ける天頂温度の置換測定について

1.緒 雪号
匡ヨ

天体電波の輯射強度を知る篤には天頂ifrll度を正磁iに

鈎l る{::'~がある し， 叉天頂iN!度品:分っていればìl!1;定の

者~皮所謂然負荷を用いな〈ても radiometer を較正

することが出来る.然るに天頂温度に関するこ三の文

献 (J ){2)(~) を見てもこの温度を明記したものが見芸品ら

ないので以Fに述べる笑験を行った.

II.置換法

官~U免法と去っても絶対零度附近(天頂混度1，1絶対零

度泣くである)の抵抗負荷と置換することは不可能で

ある.併し iグ出力を第1図の如〈表わぜば，

i.. f底力

である方、ら

となる.

第 1図
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d.N.==N-N.=GkB(T-T.) 

d.M九=N!，-N=GkB(Th-T)

但し F:総合雑音指数 k:ボルツマy常数

G:有自既日作 B:帯域幅

上式より T-T.=Th-Tとすれば，d.Ns=d.N"と

なるから iグ出力を 2~長1余波すれぽ低周波における両

者の振幅11等し〈なる.従って約3000Cの熱負荷を用

L、れ1'1宙奥法により T.を求めうるわけである.

I1I.熱負荷川

務波管113∞。Cになるとハンダカ'世えないから第2
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図の践に折り曲げて作 り全部ピス止めとした.この

秘に中央;で合せる践にした方が角をピス止めするより

損失が少いと考えられる.抵抗絡螺はガラスの上に

アカ〆・y グを塗布したものを 2枚会せて用い，室、~で

磁合をとっておくと 3000Cにしても整合11VSWRに

して 1.05以内に保たれる.これを加熱するには第2図

に示十段な炉の中に入れるのであるが，務波管の重野i体

滋b;包めてよい鴛金紋導波管を入口につけて冷却する

のを防いだ測定中この金網乃部分カ窃hくと整合がく

ずれるので， 支柱をつけて檎鼠してある.ヌ主主主主の対

流による冷却を防止する~Iこ o lmm程度のマイカ叡

を2枚図の誌に挿入した.以上η考慮を;怒っても入口

の温度は獣書下るので図の能こ補助ヒ ーターを務波管

に筋書寄させて内部の温度が一段，こなる滋郊節した.炉

の加熱電力i主lkWで3000Cになる迄には約1時聞を

袈する.

温度の浪L定には鈎ーコYスタy タy の罪名電対を用い，

tお2図に汚ミナ践に 2ヵ所に hotjunctionを置いて抵

抗体の温度が一線であることを確める践にし，較正に

は鈎の融点及び7.Kのi採点、を用いた.

IV.傷謹損失

交流輸からTYテナ迄，アyテ十から黙i負荷迄の減

哀を夫荷 LJ，んとすれば，変説諭の所における見鱗

上の雑音等僚温度は

答 : T.'=LJTs+(l-LJ)T 

書名負荷: Th'= Ll~T，，+(l-LlL~)T 



122 

第 3図
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従って受信機、出力l主夫々 T-T.'=LI(T.-T)， 

T，.'-T=L1L空(T，，-T)に比例する.Ts-T=T，，-T  
であるとき T-Ts'=(T，.'-T)/Lョである.それ放
もし熱負荷をアy テナと置き換えて接続ずるとき相当

長い導波管を途中に接続するならば，当撚その停送損

失を流定*しておかな〈てはならない.

しかしらが均等に分布された須失でないの勺この

測定はかなり困難であるから無税出来る程度にするこ

とが":o.ましい.そこで第4図1)如〈実業負荷を近接させ

第 4図

日:
て接続することにした.i，お金

網議波管及びマイカ板を含め

た;舛負荷用導波管のII(途演失

は実践的i二1%以下である.

叉マイカ板(i.0.1 mm程度

の厚さで も10%に及ぶ損失

を有するものがあるから注意

を要十る.

V.置換誤差の除去

Radio meterの較正に際し最も重要且困難な問題

は霞換誤差の除去である.この談差;主注意・しないと数

十度にも主主し得る.-r yテナli!!jに接続されるイソピー
J，fy スが常に全く同ーであればこの談差は生じないの

であるが，これば実行不可能なことであるから，この

イY ピ-，;(yスが多少変っても誤差を生じない様に変

換怒， 中間周波増幅昔話入力問絡を調節しなけれlぶなら

ない・ :%在は magicTによる2j$街変換群を用い，同

部発振出力に対してのみならず，これに霊峰ずる微弱

信号に対しても極力.2f-街をよ くとってアyテナ側イy

傘ニの測定には;oI(u，宜1き方法を用いた.

ピ-1I'yスが VSWRで1.1位迄は誤差が認められな

レ践になっている.平衡変ib~*，去の完全卒衡は中間周波

増幅器入力回路迄含めてとられねばならず，現在も未

だ完全に解決されていない.これについては倫研究中

であるので後の機会に述べる積りでまbる.

VI. 2乗検波器

使用した2采徐波吉元l主第5凶(a)の如きものである.

J余波すべき殺脅平均 2来電圧の約 4倍の電Jfj~ 2 ~喪特

性にする必担があるが，実際の中間周波出力段を含め

た総合特性(i.第5図(b)の如く 多少これからずれてい

る.併しこの程度ならば認めろる穆の誤差は出て来な

し、.

第 5図
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VII.低周波における位相

反鴇誤差の除去

II.に述べた1去に信号雑音の等f賃自主皮が大気温より

高い場合と低い場合とを置換するのであるから， 変調

周波増幅器のどこかで信号又は同部主庄の(~Jれか一方

の位相を反鱒して熱負荷の場合記録計を~.のプfへ授ら

せる必要がある.この際同筋書主流捺η底流出力電圧力:

~符号で全く同ーの値でなければ誤差を生ずる .

同期整流恕1)卒衡がよくとれていて信号及び局部電

圧の位相がよ〈 合っていればこの誤差は殆んど無い

が，これは予め入念にしらべておく必要が;bる.又一

般に信号仰の位相を反崎ぜしめた方が誤差!J:少い.

(1) ，i[在波測定認の一泊を短絡し探針町位民針検波電ðtOl関係を求。b る.特に検i!t電流の径，)、(すよ)0) ι 主的位~ X4) Sf!近苫'"イアルイシrヶータ
で精1/に測定寸る.

(2) ~に被測定患i!t管町ー鵡号館絡して定在波i!'4JjË~に銭傾し検i庭電流復d、14を測定ナる .
似し二日均告極大信.t(l)出場合と等し〈する.

(1)1こ求めたa;幻即位111到検i庫m流0'関係から(2)'"滋合的筏小偵に相当する位置の X.よりの偏差dを求出る.
(1)に求めた関係はF耳石c、検i!t特性によって覇軍令Z寄るであろ うt.~繍石田検i虫将性r和'IJIH羽生であって も(1)'"勾合引淫浪\x内出活力介{Jìは
Pmax{sin (2τd/i.g)}，なる形をしている磐である. (1 ) と (2)白地合的経大低lì等しいか占(2)のt:~~O) VSWR. rは

r~ l/sin (2πd().g) である.

もL損失r均等に労されているιjJtlt被罰定等i!tii''''i司送m火は

8.686x一三一 db/m ~ な る.
rXmto 

但しxmlni;l:(2)σ桜舎の短絡阪か4検i自宅流極小田位罰迄"'it!援である.

そ してか治る大きな VSWR を烈J"é:するためには我々はか00波変調信号及び低;貨主在波潤定府凌持母柄，~を明い1: .

以1:0'方法によれは鏡石出検波特性骨求めること1.:.< かなり正確な測定;6ïH来る . 我ャヵ'.(!初用いた長3約 Dとの導~1守(BÎI出等法授を合 ，f)
て7節目4、浮浪u=よリ なる.)町侮送tll夫1::均等分1liとして 0.137db/m で畠った.



VIII.浪リ 定

う七 1'7':/テナを天頂に向け十分利得が安定してから

然災イ必を接続し加熱を開始する. 5分毎に泡皮を記録

して行く と共に 2つの然~'[l対の示すifr1t皮 lJ:等し〈なる

政に補助ヒーターをスライダ刷グで加減する.~~のifi!

度の)il却に換算して OOK附近になったら手早く アy

テナに換えて天頂を向け，温度丸片戻れを第6図の如く

グラフに凶iいて一致点を定める.以上のことを日を変

えて数回線迭した.その結果波長8cmで現在用いて

いるパラボラをヌ頂に向けた時の温度は 80_130Kの

中に入っている.

第 6闘
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さてt版物函反射鏡には漏洩及び損失ヵ:ゐるのでこれ
はx頂温度を示していない答ペCある.
そこで次にこれを長さ約 2mの電磁ラ・νパにおき

かえてその差を数回測定した.その結祭約 lOOKと云

う{直を得たので天頂温度は ー20_30Kと云うこ とに

なるが，これが負であることは考えられないので00..... 

30Kと云うことになる.併し各部の誤差。:全〈除かれ

123 

この値liMunford /J;発炎した干吉宗とかなり よく一

致していると忠われる.

X.結 言

結論として波TI:8 cmではラミTt4i目度を絶対零度と考
えて実用上主主支えないと云うこと が分った・ 測定に

は絞述の在日qfll心の政怠を梯ったのであるが，渓孟2

土10K程度で淑定 「る憶にl主化合誤差数百分のーの

精度を要求されることになり現在の所不可能である.

併し目下中間周波情縞2去の帯域。鳴を拡張し，又青空換誤

差を減少すベ<~<j':;rr しているから伶多IJ、精度が上がる

ことを期待じζいる.向今回l主夫頂iQ.皮の時間による

~llめの可能性については触れなかったが，この測定に

ついては別に考えなければならない・

Aをながら本研究に絶大なる御£援を賜わった京大
高周波研究三官E助激筏，抗弁助教皮，国民・裕氏並びに

予定京芝浦ilr気株式会社の方々にI￥く感謝の窓を表す

る.
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附 記

てし、ると云うことはあり得ないから目下の所大体0。 文獄(2)によれば大気の既牧が大きければ，次の)j

-5"Kと云うこと しか云えない・ 法によっても天頂温度を求め得る・

Tgをヲモ頂から角Oの方向iこ7':/テナを向けたとき

IX.盛光燈難香源の等慎温度の測定 のア y テナ等間ilï~皮 ， T を大気沼とすれば
以上越ベた測定により実頂温度が求められ受信機の To/7'=1ー(1-To/T)田 <0 なる関係がある.

較正が出来たので蛍光灯の雄雪等僚温度を測定してみ 今アyテナを天頂に向けたi専の振れを Do，天頂か

た. ら角。の方向に7':/テナを向けた時の綴れを Doとず

後光鐙(マツダ製霊E光色10W型)を務波管の側面に ると，Do， De li)ミ々 T-To，7'-Toに比例する.

疋角に掃入して整合をとり減衰捺をF付してその雑音等 Do /Do=T-To/7'-To 

償温度が大体6000Kになる践にし，その時の減表総 Toに上の関係を代入すると7'0を求める式

の減衰盆よ り鐙光燈の事正雪等償温度を算出した.滅袋 log Do/D，け log(T-Tn)/T=sec (J log(T.-T，，)!7' 

器の減衰盤は IVの脚註に述べた停迭鎖失の測定法 を得る.従って振れ Do，角。より7'0を求め得る.

(VSWRを求める方法)を膝閉すれば鉱石の検波特性 併しこの方法ではアy テナの副稲射が大きいと， 11:Jiけ

を正路に求めることなしに較正することが出来る・ ナこ!時に地下記その他の物体からの穏身'rb:人り，叉波長 8

その結果気温l1OC，点火後2分，電流 90mAで cm程度では大気の収牧が極めて小さいから大きな渓

135∞。Kと云う値をfSた. 差を生ずる可能性がある(昭和27年5月10日)


